
令和５年度 第５回 合川小学校 学校運営協議会 

 

１ 日 時  令和 ５年 １２月 １１日（ 月 ）１６：００ ～ １７：００ 

 

２ 場 所  レインボーホール 

 

３ あいさつ（学校長，委員長） 

（１） 委員長あいさつ 

（２） 学校長あいさつ 

・大きな行事が続いたが，大変がんばっていた。 

・インフルエンザ 学年閉鎖状況，罹患者数について 

   ・小規模特認校制度の利用を含めた令和６年度１年生見込み数について 

 

４ 協議事項 

（１）令和５年度児童アンケート・保護者アンケート結果について 

   ・児童，保護者アンケート結果 

   ・経年変化 

   ・アンケート結果より 

    ９０％を超える肯定的な回答が多かった。 

課題のある結果としては，自己肯定感の低さが見られた。「⑧自分にはよいとこ 

ろがあると思いますか」については，肯定的な回答が７１％であり，それに付随 

する「⑩将来の夢や目標をもっていますか」の項目も７６％と低い数値だった。 

⑨の項目については高い結果になので，合川小学校の児童の特徴として，自己肯 

定感は低いが，自己有用感は高いといった傾向が見られる。自己肯定感は，コロ 

ナ禍になった令和２年度から下がり続けているので，学校としては大きな課題と 

して捉えている。授業や行事等を通して，児童に自信と達成感を感じさせること 

ができる取組を進めていきたい。また，自己肯定感については，学校と家庭が連 

携して改善していく必要性があると感じる。日頃からお子様の良いところを褒め， 

認めてあげるような声掛け等をお願いしたい。 

家庭学習においては,「[１５分×学年]の時間，家で勉強している」と答えた児 

童は７２％であり，低い結果となっている。児童の学力を高めるためには，学校 

での学習と家庭学習が共に充実することが不可欠である。学校では，家庭学習の 

出し方について再度検討し，対策を考えていきたい。ご家庭でも，家庭学習強化 

週間だけではなく日常的に学習に取り組めるような働きかけをお願いしたい。 

「⑫学校であった出来事を家で話しますか」の項目については，肯定的回答が 

７５％だった。全く話さないという児童は１２％いた。学校でのお子様の様子を 

知っていただくためにも，毎日，少しでもお子さんとその日の出来事について話 

す時間をとっていただけたらと思う。 

 

(２) 学校評価について 

   ※成果と課題を踏まえ，学校関係者評価を記入の上，１月１２日（金）までに学校 



へ提出 

 

（３）令和５年度の卒業式について 

   令和６年３月１９日（火） 

新型コロナウイルス感染症が５類となった今年度は，学校運営協議会委員の皆様に 

ご参加していただきたい。 

 

（４）両山・里の通学路について 

サルやイノシシが出没する頻度が増えてきたことや，県道沿いの歩道が整備され 

つながったことを考え，徳居の通学路を見直し 

 

（５）その他 

   ・人権標語 最優秀賞 報告 

    「なやまない 仲間がいるよ すぐそばに（５年生）」 

   ・コミュニティ・スクールに関する意識調査 １月２６日（金）までに学校へ提出 

 

５ 鈴鹿型コミュニティ・スクール推進コーディネーター（加藤先生）より 

   ・学校と家庭の双方が子ども達へ声かけ・働きかけすることが大切 

・子どもたちは「地域の人から見守られている」という実感を持っているので，地 

域の方からも声をかけられる褒められることが喜びにつながる。 

よろしくお願いします。 

   ・通学路について 子どもたちの安全のため，ていねいで慎重な話し合いを 

   ・学校関係者評価  

来年度の合川小をよくしていくために，記入のご協力をお願いします。 

 

６ 今後の予定 

（１）学校行事 

12/22（金）２学期終業式 

12/23（土）冬季休業日開始 ～1/８（月）まで 

   １/９（火）３学期始業式 

   １/17（水）天栄中学校新入生説明会（６年生） 

                 イングリッシュタイム（１，２年生），赤丸タイム（３～５年） 

１/24（水）赤丸タイム（１，２年生） 

１/30（火）入学説明会 

１/31（水）授業参観（５限目），第３回ＰＴＡ家庭教育学級 

２/７（水）イングリッシュタイム（１，２年生），赤丸タイム（３～６年） 

２/13（火）第６回学校運営協議会  

２/21（水）６年生を送る会   

３/19（火）卒業式 

  ３/25（月）修了式・離任式 

 

（２）第６回学校運営協議会 

２/13（火）16:00～17:00 今年度の反省と来年度の方向性など 


